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デルフィニウムF1品種‘宮崎試交11号’の育成経過と特性

堂園眞澄 ・○丸小野久美・井上美樹 ・中村広 ・中村薫・郡司定雄・福元孝一 ・八反田憲生 ・村田壽夫 ・富永寛１） 2) 3） 4) 5) 6) 6)

（宮崎総農試・ 南那珂農林振興局・ 宮崎農大校・ 宮崎県営農支援課・ 西諸県農林振興局・１） 2) 3） 4)

中部農林振興局・ 元宮崎総農試）5) 6)

【目的】 を2008～2010年に亘り能力検定及び現地試験

宮崎総農試では，これまでデルフィニウムの を行った結果，各形質の発現が均一であり，

F1品種を9品種育成しており，県内ではこれら かつ優れたことから(表3)，有望と認め，育

のF1品種を中心に促成栽培が行われている。今 成を完了し‘宮崎試交11号’とした。

回,これらの品種に加え，更に優良な形質を持 【品種特性】

つ品種の育成に取り組み，花色が白のF1品種‘ 草型は直立型で草丈は高，花序の長さは長

宮崎試交11号’の育成を完了したので，その育 で小花の密度は中である。最外層がく片，及

成経過と特性の概要を報告する。 び最内層がく片の主要な色は緑白（JHSカラ

【育成経過】 ーチャート4301）で，花弁の色は白である。

子房親の系統（系統Ａ）は,1994年にドワー 小花は普通咲きの八重咲きである。開花型は

フパシフィック系白花系統より選抜した抽だい 早生で，6月中旬播種，9月下旬定植の促成栽

及び開花の早い個体から，自殖を繰り返し育成 培の作型において，抽だい後55日程度で開花

した。花粉親系統(系統Ｂ）は，1999年に宮崎 する(表1，表2）。

農試所有の自然交配実生より選抜した個体から 【利用】

自殖選抜を繰り返して育成した茎が硬くコンパ ‘宮崎試交11号’は現在品種登録申請中。2012

クトな白色の系統である。2006年にこれらＡ， 年秋より普及予定。

Ｂの系統間で交配しF1系統を得た。このF1系統

表１ ‘宮崎試交11号’の主要な形質

形 質 ‘宮崎試交11号’ ‘ポラリス’ ‘レグルス’

草型 直立型 直立型 直立型

草丈 高 高 中

花序の長さ 長 長 中

最外層がく片(ＪＨＳカラーチャート) 緑白(4301） 緑白(4901) 浅紫青(7603）

最内層がく片(ＪＨＳカラーチャート) 緑白(4301) 緑白(4901) 浅 紫(8603）

開花期 早 早 早

表２ ‘宮崎試交11号’の抽だい、開花の時期Z

品 種 平均抽だい日 平均開花日 開花開始日 開花終了日 到花日数ｙ

(月/日) (月/日) (月/日) (月/日) (日)

‘宮崎試交11号’ 9/29 11/22 11/13 11/29 55

‘ポラリス’ 10/3 11/29 11/23 12/3 58

‘レグルス’ 10/3 11/24 11/20 12/2 53
Z 2010年6月13日に播種し9月21日に定植した作型の1番花を調査
ｙ平均抽だい日から平均開花日までの日数

表３ ‘宮崎試交11号’の切花形質(1番花)

品 種 切花重 切花長 花穂長 茎径 節数 小花数

(ｇ) （cm） （cm） （mm） （節） （個）

‘宮崎試交11号’121.6 20.4Z 128.4 10.3 62.6 7.8 5.4 0.4 15.9 1.4 27.9 5.5＋
－

＋
－

＋
－

＋
－

＋
－

＋
－

‘ポラリス’ 119.7 19.7 129.7 5.2 57.2 7.4 4.9 0.4 19.2 1.8 34.0 3.5＋
－

＋
－

＋
－

＋
－

＋
－

＋
－

‘レグルス’ 115.3 17.8 113.0 6.6 47.1 6.2 5.2 0.5 17.4 1.6 31.6 6.2＋
－

＋
－

＋
－

＋
－

＋
－

＋
－

Z 平均値 標準偏差＋
－

  シャリンバイ系統の春～秋期における二酸化窒素吸収特性 
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（福岡農総試果樹苗木・1)福岡農総試） 

 

【目的】 

 これまで，当場で育成したシャリンバイ交配系

統の中に，秋期において気孔伝導度（以下 gs）や

二酸化窒素（以下 NO2）吸収能力が，通常沿道に

植栽されている‘タチシャリンバイ’より高い能

力を示すものが存在することを明らかにした（園

芸学会九州支部研究収録 18 号 57 頁）。 

 本報告では，高い能力を示したシャリンバイ系

統の春～秋期における経時的な gs と NO2 吸収速

度について調査する。また、NO2 吸収速度と気孔

伝導度との関係について検討する。 

【材料および方法】 

 供試品種・系統は，‘コーテスクリムゾン’に

‘ウスベニバナシャリンバイ’を交配した 4 年生

実生 8 系統，また，対照品種として‘タチシャリ

ンバイ’を用い，全てポット栽培で行った。  
 2010 年 8 月下旬，11 月下旬，2011 年 5 月上旬，

に，携帯式光合成蒸散測定装置(SPB-H4 LCA-4)
を用いて，新梢最上位展開葉から 5～6 枚目の葉身

の gs を測定し，チャンバー法を用いて，葉面積が

約 150㎠となる新梢上位複数葉の NO2吸収速度を

測定した。測定は各 3 反復行った。 

【結果および考察】 

 シャリンバイ 8 系統および対照品種で，時期別

の gs と NO2 吸収速度について第 1 表に示した。 

 シャリンバイ系統の gs は系統間で異なり，夏期

で 0.31～0.39mol/㎡/s の範囲に分布し，秋期で 0.19
～0.23mol/㎡/s，春期で 0.13～0.21mol/㎡/s と推移

し，時期別にみると夏期が最も高い傾向を示した。

また，NO2吸収速度も同様に，夏期で 7.7～8.7nmol/
㎡ /s，秋期で 5.3～6.5nmol/㎡ /s，春期で 4.0～
6.0nmol/㎡/s と推移し，夏期が最も高い傾向を示

した。供試系統は，春期における一部系統を除き，

対照品種と比較して高い gs と NO2 吸収速度を維

持していた。 

 夏期と春期におけるシャリンバイ系統の gs と

NO2 吸収速度の関係について，それぞれ第 1，2
図に示した。 

 いずれの時期においても gs と NO2 吸収速度に

は，高い正の相関が認められた。なお，秋期にお

いても同じく正の相関が認められた(データ略)。 

 以上のことから，供試したシャリンバイ系統は，

春～秋期において高い gs と NO2 吸収速度を維持

し，gs が高い系統ほど気孔を介した NO2 吸収能力

が高いと考えられた。 

 

  第 1 表 時期別の gs および NO2 吸収速度 
 

 時期および       gs      NO2 吸収速度 
   系統・品種    (mol/㎡ /s)  (nmol/㎡ /s) 
 
 

 夏期 
 ｼｬﾘﾝﾊﾞｲ系統    0.31～0.39      7.7～8.7 
 ﾀﾁｼｬﾘﾝﾊﾞｲ        0.31           7.1 
 
 秋期 
 ｼｬﾘﾝﾊﾞｲ系統    0.19～0.23      5.3～6.5 
 ﾀﾁｼｬﾘﾝﾊﾞｲ        0.17           4.7 
 
 春期 
 ｼｬﾘﾝﾊﾞｲ系統    0.13～0.21      4.0～6.0 
 ﾀﾁｼｬﾘﾝﾊﾞｲ        0.15           4.4 
 
注）gs：気孔伝導度 

NO2吸収速度：二酸化窒素吸収速度 

 

第１図 夏期におけるシャリンバイ系統のgsとNO2吸収
    速度の関係 

   ＊＊：１％レベルで有意な相関を示す 

第２図 春期におけるシャリンバイ系統のgsとNO2吸収
    速度の関係 

   ＊＊：１％レベルで有意な相関を示す 
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